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本
市
の
高
齢
者
人
口
は
平
成
30
年
8
月
1

日
現
在
で
９
３
５
４
人
、高
齢
化
率
は
、3
8
・

2
8
％
と
合
併
時
よ
り
約
10
％
上
昇
し
、
今
後

も
さ
ら
に
上
昇
が
予
測
さ
れ
ま
す
。（
グ
ラ
フ

①
参
照
）　
　
　

　
介
護
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
認
定
を
受
け

て
い
る
方
の
割
合
は
1
7
・
2
％
（
平
成
30
年

2
月
末
時
点
）
と
、
こ
こ
10
年
間
の
要
介
護
ま

た
は
要
支
援
認
定
者
数
の
推
移
は
増
加
傾
向

で
す
が
、
近
年
は
要
支
援
か
ら
要
介
護
１
ま
で

の
比
較
的
介
護
度
の
低
い
認
定
者
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
、
介
護
認
定
を
新
規
に
申
請
さ

れ
た
方
の
主
な
原
因
疾
患
の
内
訳
は
、

１
位
：
筋
肉
や
関
節
の
病
気（
約
24
％
）

２
位
：
認
知
症（
約
22
％
）

と
、
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。（
グ
ラ

フ
②
参
照
）

 

　
飛
騨
市
で
介
護
給
付
、介
護
予
防
に
使
用
す

る
お
金
は
認
定
者
一
人
あ
た
り
約
1
6
3
万

円（
年
）で
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
「
い
き
い
き

健
康
教
室
」
と
い
う
名
称
で
、
各
地
区
の
公
民

館
等
で
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
そ
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
概
ね
65
歳

以
上
の
方
で
参
加
料
は
無
料
で
す
。週
に
１

回
、
全
12
回
の
体
操
を
主
体
と
し
た
教
室
で
あ

り
、
体
操
の
ほ
か
に
体
操
前
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

（
問
診
・
血
圧
測
定
）、
市
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
に
よ
る
健
康
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
終
了
し
て
も
、
参
加
者
の
方
々

が
自
主
活
動
と
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

◆
飛
騨
市
の
現
状

　
高
齢
者
の
筋
肉
は
毎
年
１
％
程
度
減
少
す

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
筋
肉
が
減
少
し
、
筋
力

が
低
下
す
る
と
、
活
動
量
も
低
下
し
て
し
ま
い

ま
す
。活
動
量
が
低
下
＝
出
か
け
に
く
く
な
っ

て
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
に
な
る
と
、
足
腰

が
弱
く
な
る
、
認
知
症
に
な
り
や
す
く
な
る
と

い
っ
た
悪
循
環
に
陥
り
、
そ
の
結
果
、
要
介
護

状
態
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
ど
ん
な
に
年
齢
を
重
ね
て
も
、
適

切
な
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
筋
肉
、
筋
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。そ
し
て
、
そ
の

効
果
を
継
続
す
る
た
め
に
は
週
１
回
以
上
の

頻
度
で
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

運
動
は
１
人
で
や
ろ
う
と
し
て
も
継
続
が
難

し
く
、
や
め
て
し
ま
う
と
ま
た
筋
力
が
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。

　
効
果
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
通

い
や
す
く
、
か
つ
皆
で
運
動
が
で
き
る
場
所
が

必
要
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
通
え
る
場
所
が
で
き
る
と
、
毎

週
仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
で
き
、
運
動

を
継
続
す
る
こ
と
で
の
身
体
的
な
効
果
だ
け

で
な
く
、「
皆
と
会
え
て
話
せ
て
楽
し
い
」
と

い
っ
た
心
理
的
や
社
会
的
に
も
良
い
効
果
が

出
て
き
ま
す
。そ
れ
が
認
知
症
予
防
に
つ
な
が

り
、
地
域
の
見
守
り
や
支
え
あ
い
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
本
市
で
は
そ
う
い
っ
た
高
齢
者
の
方
が
気

軽
に
通
え
る
「
通
い
の
場
」
づ
く
り
を
目
指
し

た
介
護
予
防
事
業
を
重
点
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

◆
市
で
は
こ
ん
な
取
組
み
を

　
し
て
い
ま
す

①
早
い
う
ち
か
ら
骨
や
関
節
を
守

　
る
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と

②
認
知
症
を
予
防
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

◎
１
位
：「
筋
肉
や
関
節
の
病
気
」を

　
予
防
す
る
た
め
に

〜
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と

元
気
に
暮
ら
せ
る
飛
騨
市
を
目
指
し
て
〜

１
．高
齢
者
の
通
い
の
場
づ
く
り
を

目
指
し
た「
い
き
い
き
健
康
教
室
」の

実
施（
重
点
事
業
）
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飛騨市の高齢化率と要介護・要支援認定者数

要介護・要支援認定者数（人） 高齢化率（％）

筋肉や
関節の病気
24%

認知症
22%心臓

の病気
11%

脳卒中
10%

がん
10%

その他
23%

新規に介護保険を
申請された方の原因

平成29年度飛騨市介護保険データより

グラフ①

グラフ②

２

「いきいき健康教室」のようす
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以
前
よ
り
、
市（
合
併
前
の
旧
町
村
）で
立
ち

上
げ
に
関
わ
っ
た
「
い
き
い
き
体
操
」
は
月
１

〜
２
回
の
開
催
が
主
体
で
し
た
。

　
近
年
、
介
護
予
防
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に

は
週
１
回
以
上
が
良
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、
市
内
に
は
週
に

１
回
の
通
い
の
場
の
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　
市
で
は
今
後
も
こ
う
し
た
通
い
の
場
の
拡

充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
今
後
の
取
り
組
み
の
方
針

　
今
年
度
よ
り
、
認
知
症
予
防
に
特
化
し
た
介

護
予
防
教
室
「
頭 

ひ
ら
め
き
、
体 

元
気
教
室
」

（
週
１
回
開
催
、
全
３
回
）の
開
催
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
の
教
室
開

催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
２
位
：「
認
知
症
」を
予
防
す
る

　
た
め
に

　
市
民
の
方
が
介
護
予
防
へ
関
心
を
持
ち
、
正

し
い
知
識
を
得
て
、
自
ら
が
介
護
予
防
へ
の
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

◎
介
護
予
防
講
演
会
の
開
催

　
平
成
28
年
度
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
講

師
と
し
た
講
演
会
を
、
各
地
区
の
体
操
自
主
グ

ル
ー
プ
の
代
表
者
や
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
、
市
民

を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を
講
師
と
す
る
こ
と
で
、

専
門
的
で
か
つ
効
果
的
な
介
護
予
防
の
実
践

方
法
を
紹
介
い
た
だ
き
、
介
護
予
防
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
づ
く
り
や
継
続
の
重
要
性
を
再

認
識
す
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

２
．介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

　
平
成
29
年
度
よ
り
生
涯
学
習
課
か
ら
案
内

さ
れ
る
「
飛
騨
市
誰
で
も
自
主
講
座
」
の
講
師

と
連
携
し
、「
ひ
ら
め
こ
う
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
〜
歩
い
て
学
ん
で
認
知
症
予
防
〜
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。運
動
し
な
が
ら
認
知
症
予
防
の

効
果
を
図
る
事
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
の
際
に
は
、
市
保
健
師
よ
り
話
を
し
、

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
を
図
っ

て
い
ま
す
。平
成
30
年
度
後
期
講
座
を
、
古
川

地
区
で
10
月
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

３
．「
誰
で
も
自
主
講
座
」と
の
連
携

―
今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
―

　「
頭 

ひ
ら
め
き
、体 

元
気
教
室
」

飛騨市地域包括支援センター ・ハートピア古川 0577-73-6233
・神岡窓口 0578-82-1456

　「住み慣れた地域でいつまでもいきいきと元気に暮らしたい」とは誰もが
願うところです。
　高齢化に歯止めをかけることは、難しい状況ですが、多くの高齢者の方が
介護を必要とせず、住み慣れた地域でいきいきと暮らし、活躍できたら、それ
は飛騨市の活性化にもつながります。
　そのために、市では高齢者の方々がいつまでも元気でいられるように、各
地区での「通いの場づくり」を重点に介護予防の取り組みをしています。
　ご自分の地区に週１回の通いの場がないという地域の方は、ぜひ地域包
括支援センターまでご相談ください。

～地域の皆さまへメッセージ～

３ 2018年９月号

参加者に予防方法を指導する講師

ウォーキングの様子

「介護予防講演会」のようす

題
ろいろい

話のちま
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表彰台に立つ室田さん（右）と井下さん（左）

自然を楽しみ、飛騨を味わう
８月４日（土）　宮川町内

飛騨清流みやがわ鮎釣り大会が開催

色和衣に参加した皆さん

色とりどりの浴衣で町を彩る
８月４日（土）　古川町　円光寺

浴衣でファッションショー

　古川町の町に魅せられた有志たちによる「飛騨古川色和衣
～浴衣で縁日を楽しもう～」が古川町の円光寺境内で行われ
ました。
　このイベントは、「飛騨古川を日本一着物が似合う町」にす
るためのプロジェクトを行っている地元の有志らが企画し、今
年で８年目になります。
　この日、お昼から円光寺境内で縁日が行われ、お茶会、地元
のバンドによる演奏や100人浴衣撮影会に続いて「お寺で浴
衣ショー」なども行われ、暗くなったお寺の境内では、色とりど
りの浴衣を着たモデルたちの幻想的な光景に目を奪われてい
ました。

コンサート第２部の様子

美しい音色で来場者を魅了
８月４日（土）　河合町　友雪館

真夏の夜のコンサート

　東京フィルハーモニー交響楽団首席チェリスト金木博幸さ
んらによる「真夏の夜のコンサート」が友雪館で行われ、市内
外の音楽ファン約100人がチェロやヴァイオリンなどの弦楽
器やピアノなどの演奏を楽しみました。
　コンサートの第１部は友雪館のアリーナで行われ、モー
ツァルトの「ピアノソナタK.521（４手のために）第１楽章」など
を奏でた後、会場を移して第２部が吹き抜けの玄関ホールで
行われました。第２部では、モーツァルトの「アイネ・クライネ・
ナハトムジーク　第１楽章」などが演奏されました。来場者は
床や階段に座ったりしながら、演奏に聞き入っていました。

　鮎釣りの腕前を競う｢飛騨清流みやがわ鮎釣り大会｣が
宮川町の宮川河川で行われました。
　この大会は、昨年から行われており、今年で２回目の開
催となります。
　この日は、県内外から24人が参加し、２人１組のチーム
に分かれ、チームで時間内に友釣りで釣り上げた匹数で順
位を競いました。
　結果は、室田正名人と井下克彦さんのチーム｢友八｣が、
計37匹を釣り上げて優勝しました。

ツアーに参加した児童ら

市内４町を巡るバスツアー
８月６日（月）　市内各所

市内の児童をふるさと子ども大使に任命

　市内４町を巡るバスツアー「ふるさとこども大使になろ
う！～ふるさと巡りバスツアー～」が行われました。
　この日は、市内の小学校４～６年の希望者34人が参加
し、古川町のまつり会館や匠文化館で伝統的な大工の技術
や祭について、宮川町ではアユ釣り名人の室田正さんらと
アユの友釣り体験など市内各所を見学しました。
　ツアー終了後、神岡町公民館で任命式が行われ、山中和
紙で作成された任命証と名刺を都竹市長が児童ら一人ひと
りに手渡しました。


